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議    事    録 

 

会議の名称 令和７年第２回本庄市農業委員会総会 

開催日時 令和７年２月２５日（火） 
午後２時から 

午後３時まで 

開催場所 早稲田リサーチパークコミュニケーションセンター３階レクチャールーム１ 

出・欠席者 別紙のとおり 

議事日程 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 議事録署名委員及び書記の指名 

４ 付議事件の上程、提案理由及び内容の説明、質疑並びに採決 

（１）第７号議案  農地法第３条の規定による許可申請について 

（２）第８号議案  農用地利用集積計画の決定について（通年） 

（３）第９号議案  農地法第５条の規定による許可後の計画変更申請

について 

（４）第１０号議案 農地法第５条の規定による許可申請について 

（５）第１１号議案 農地法第５条の規定による許可を必要とする農地

の競売に係る買受適格証明願について 

（６）第１２号議案 本庄農業振興地域整備計画の変更について 

（７）報告第５号  農地法第３条の３の規定による届出について 

（８）報告第６号  農地法第５条第１項第６号の規定による届出につ 

いて 

（９）報告第７号  農地法第１８条第６項の規定による通知について 

（１０）報告第８号  農業用施設（２a未満）の設置に伴う届出につい  

           て 

５ 事務局連絡事項 

６ 閉会 

配付資料 

１ 令和７年第２回本庄市農業委員会総会議事日程 

２ 令和７年第２回本庄市農業委員会総会議案 

３ 本庄農業振興地域整備計画の変更について（別冊） 

４ 事務局連絡事項 

その他特記事項  

主 管 課 農業委員会事務局 
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会 議 の 経 過 

発 言 者 発 言 内 容 

事務局長 定刻となりましたので、ただいまより、令和７年第２回本庄市農業委員会

総会を始めさせていただきます。 

それでは、議事日程に従い進行させていただきます。 

はじめに、議事日程１の開会を細野会長代理にお願いいたします。 

細野会長 

代理  

こんにちは。本日はお忙しい中、お集まりいだたき誠にありがとうござい

ます。それでは、ただ今から令和７年第２回本庄市農業委員会総会を開会い

たします。よろしくお願いいたします。 

事務局長 次に、議事日程２、あいさつを田端会長よりご挨拶をお願いいたします。 

田端会長 （田端会長、あいさつ） 

事務局長 本日の会議でございますが、出席の農業委員数が本庄市農業委員会会議規

則、以降「会議規則」と申し上げますが、会議規則第７条に規定する過半数に

達しておりますので、会議は成立しております。 

それでは、以降の議事進行は、会議規則第６条第１項の規定により、田端

会長にお願いいたします。 

議長 それでは、議事日程３、議事録署名委員及び書記の指名を行います。議席

順に議席９番反町辰夫委員、議席１０番鈴木誠次委員を議事録署名委員に指

名します。また、事務局の高群局長補佐を書記に指名します。 

次に、議事日程４、付議事件の上程、提案理由及び内容の説明、質疑並びに

採決に入ります。付議事件は、議案送付時に配付した議案６件及び報告４件

です。 

はじめに、第７号議案「農地法第３条の規定による許可申請について」を

上程します。事務局の説明を求めます。 

事務局長 第７号議案をご説明いたしますので、議案書１ページをお願いいたします。 

第７号議案、農地法第３条の規定による許可申請について、本議案は、農

地法第３条第１項の規定により、別紙の許可申請に係る処分の議決を求める

ものでございます。本日提出、会長。 

申請内容につきましては、２ページをお願いいたします。申請件数は、売

買及び贈与による所有権移転４件です。 

農地の権利移動についての許可判断要件といたしまして、農地法第３条第

２項の規定に基づく、全部効率利用要件、農作業常時従事要件及び地域との

調和要件がございますが、農地の受け手がこれらすべての要件を満たしてい

ないと許可できないこととなっております。 

引き続き、整理番号１から整理番号４までをご説明いたします。はじめに、
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整理番号 1 でございます。申請人の住所氏名は、記載のとおりです。申請地

は、児玉町上真下地内の畑１筆、面積は記載のとおりです。経営状況は、記載

のとおりです。地区担当は、議席１８番 坂爪委員でございます。 

次に整理番号２でございます。申請人の住所氏名は、記載のとおりです。

申請地は、西五十子地内の畑３筆、面積は記載のとおりです。経営状況は、記

載のとおりです。地区担当は、議席９番反町委員でございます。 

次に整理番号３でございます。申請人の住所氏名は、記載のとおりです。

申請地は、児玉町高柳地内の畑１筆、面積は記載のとおりです。経営状況は、

記載のとおりです。地区担当は、議席１３番田端会長でございます。 

次に整理番号４でございます。申請人の住所氏名は、記載のとおりです。

申請地は、沼和田地内の畑１筆、面積は記載のとおりです。経営状況は、記載

のとおりです。地区担当は、議席６番金子委員でございます。 

整理番号１から整理番号４までの申請地位置図は、３ページから６ページ

までとなります。全ての申請につきまして、受人の経営農地の現地調査及び

書類等による審査を実施しましたところ、許可判断要件を満たしているもの

と判断しております。以上でございます。 

議長 整理番号１について、議席１８番坂爪委員の報告を求めます。 

坂爪委員 整理番号１について、１８番坂爪より報告させていただきます。２月２０

日午後１時頃、新井伸幸推進委員と現地確認及び受人への聞き取りを行いま

した。 

申請地の概要につきましては、議案書３ページ３－１の地図をご覧くださ

い。申請地は、正楽寺より南西に約１５０メートルに位置しております。 

申請事由は売買です。申請地は、ねぎを作付け予定とのことです。受人の

年齢は５９歳、本人の農業従事日数は３００日です。農機具は、トラクター

２台、管理機３台、トラック２台、ねぎ掘機１台を所有しており、経営力につ

いての生産性は適当であると思われます。 

申請地及び受人経営農地の耕作状況は、すべての農地で保全管理がされて

おり、いつでも作付けできる状況でした。周辺農地への支障の恐れはなく、

何ら問題ないと思われます。以上、報告いたします。 

議長 整理番号２について、議席９番反町委員の報告を求めます。 

反町委員 整理番号２について、９番反町より報告させていただきます。２月１９日  

午後１時３０分頃、髙田推進委員と現地確認及び受人への聞き取りを行いま

した。 

申請地の概要につきましては、議案書４ページ３－２の地図をご覧くださ

い。申請地は、本庄東高等学校附属中学校より西に約２８０メートルに位置
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しております。 

申請事由は贈与です。申請地は、ブロッコリーを作付け予定とのことで

す。受人の年齢は６９歳、本人の農業従事日数は３００日です。農機具はト

ラクター２台、耕うん機３台、動力噴霧器２台、野菜移植機１台を所有して

おり、経営力についての生産性は適当であると思われます。 

申請地及び受人経営農地の耕作状況は、すべての農地で保全管理がされて

おり、いつでも作付けできる状況でした。周辺農地への支障の恐れはなく、

何ら問題ないと思われます。以上、報告いたします。 

議長 整理番号３について、私が議事進行のため、私に代わり同地区担当の倉林

推進委員からの報告を求めます。 

倉林推進 

委員 

田端会長に代わりまして、倉林より整理番号３について報告させていただ

きます。２月２２日午前９時頃田端会長と現地確認及び受人への聞き取りを

行いました。 

申請地の概要につきましては、議案書５ページ３－３の地図をご覧くださ

い。申請地は、千本桜橋より北に約７０メートルに位置しております。 

申請事由は売買です。申請地は、きゅうり、なす、トマトを作付け予定との

ことです。受人の年齢は６６歳、本人の農業従事日数は３００日です。 

農機具は、軽トラック１台、トラクター１台、耕うん機１台を所有してお

り、経営力についての生産性は適当であると思われます。 

申請地及び受人経営農地の耕作状況は、すべての農地で保全管理がされて

おり、いつでも作付けできる状況でした。周辺農地への支障の恐れはなく、

何ら問題ないと思われます。以上、報告いたします。 

議長 整理番号４について、議席６番金子委員の報告を求めます。 

金子委員 整理番号４について、６番金子より報告させていただきます。２月２２日  

午後５時頃、戸塚推進委員と現地確認及び受人への聞き取りを行いました。 

申請地の概要につきましては、議案書６ページ３－４の地図をご覧くださ

い。申請地は、児玉郡市広域消防本部本庄分署より北西に約２４０メートル

に位置しております。 

申請事由は売買です。申請地は、ブロッコリーを作付け予定とのことです。 

受人の年齢は７３歳、本人の農業従事日数は３００日です。農機具はトラ

クター２台、軽トラック３台、１．５トントラック１台、管理機１台、耕うん

機２台、移植機２台を所有しており、経営力についての生産性は適当である

と思われます。 

申請地及び受人経営農地の耕作状況は、すべての農地で保全管理がされて

おり、いつでも作付けできる状況でした。周辺農地への支障の恐れはなく、
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何ら問題ないと思われます。以上、報告いたします。 

議長 本議案について、質疑のある委員から、順次発言を求めます。質疑ござい

ませんか。 

（なし） 

質疑なしと認めます。これより採決に入ります。本議案について、原案の

とおり決することに、賛成の委員の挙手を求めます。 

（挙手総員） 

挙手総員と認め、本議案は原案のとおり可決しました。 

次に、第８号議案「農用地利用集積計画の決定について（通年）」 を上程し

ます。事務局の説明を求めます。 

事務局長 第８号議案をご説明いたしますので、議案書７ページをお願いいたします。 

第８号議案、農用地利用集積計画の決定について（通年）、本議案は、農業

経営基盤強化促進法等の一部を改正する法律、以降「改正法」と申し上げま

すが、改正法附則第５条の規定に基づく農用地利用集積計画について、別紙

のとおり計画することの決定に係る議決を求めるものでございます。本日提

出、会長。 

本計画は、改正法附則第５条の規定による、改正法の施行日の令和５年４

月１日から起算して最長２年を経過する日の令和７年３月３１日までは、従

前の例により新たに農用地利用集積計画を定めることができるとした経過措

置を適用し、本庄市が作成したものでございます。 

計画内容については、８ページから１０ページまでをお願いいたします。

申請件数は、５件です。畑２４筆の面積合計１４，６６８．５９平方メートル

の利用権設定でございます。 

農用地利用集積計画は、改正法附則第５条第１項の規定により、本庄市の

定めた基本構想に適合することが決定の要件となっております。本庄市の基

本構想は令和５年９月３０日に変更されましたが、利用権設定等促進事業に

ついては、令和７年３月３１日まで従前の例により新たに農用地利用集積計

画を定めることができると附則に規定されており、本計画はこの附則の規定

が適用されるものでございます。 

本計画でございますが、農地すべてを効率的に耕作すること、農作業に常

時従事すること、農業に対する意欲など、変更前の基本構想に記載する利用

権の設定等を受ける者の備えるべき要件を満たしているものと判断しており

ます。以上でございます。 

議長 本議案について、質疑のある委員から、順次発言を求めます。質疑ござい

ませんか。 
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（なし） 

質疑なしと認めます。これより採決に入ります。本議案について、原案の

とおり決することに、賛成の委員の挙手を求めます。 

（挙手総員） 

挙手総員と認め、本議案は原案のとおり可決しました。 

次に、第９号議案「農地法第５条の規定による許可後の計画変更申請につ

いて」を上程します。事務局の説明を求めます。 

事務局長 第９号議案をご説明いたしますので、議案書１１ページをお願いいたしま

す。 

第９号議案、農地法第５条の規定による許可後の計画変更申請について、

本議案は、埼玉県農地調整関係事務処理要領第２章第５－４－（２）－エの

規定により、意見書を埼玉県知事に送付するため、別紙の農地転用許可後の

計画変更申請について意見を求めるものでございます。本日提出、会長。 

計画変更申請の内容につきましては、１２ページをお願いいたします。申

請件数は、２件でございます。 

引き続き、整理番号１をご説明いたします。申請人の住所氏名は記載のと

おりです。申請地は、児玉町児玉地内の畑１筆です。令和５年６月１４日が

許可日となっております。 

申請地位置図は、１３ページをお願いいたします。計画変更申請の内容で

すが、当初は、運送事業所及び駐車場用地としての転用許可でしたが、点呼

場及び駐車場用地とする計画変更でございます。 

計画変更の理由でございますが、運送事業所に係る部分で、申請人は当初、

申請地へ新規営業所の設置が必要と考えていましたが、申請地が本社営業所

から１０ｋｍ圏内に位置しており、営業所の設置が不要であることが判明し、

折からの建築費、燃料費等の高騰のため、費用の軽減を図るべく、当初の営

業所の計画から簡易なプレハブの設置による点呼場として変更することとし

ました。 

また造成工事の中で井戸が発見され、調査の結果、使用可能との判断に至

り、井戸水を利用した洗車スペースを設置し、水道料の節約を図ることとい

たしました。 

さらに夕方以降、夜間に明かりがないことが確認されたため、安全性を確

保するため照明を設置することとしました。なお、駐車場に係る部分につい

ては変更はございません。以上の理由により事業計画を変更したいため、今

回の計画変更申請に至ったものでございます。 

引き続き、整理番号２をご説明いたします。申請人の住所氏名は記載のと
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おりです。申請地は、西五十子地内の畑１筆です。令和６年１２月１８日が

許可日となっております。 

申請地位置図は、１４ページをお願いいたします。計画変更申請の内容で

すが、当初は、建売分譲住宅用地としての転用許可でしたが、建築条件付売

買予定地とする計画変更でございます。 

計画変更の理由でございますが、申請人は、当初の建売分譲住宅を計画し

ておりましたが、顧客のニーズを受けた間取りの調整ができる建築条件付売

買による需要が高いため、今回の計画変更申請に至ったものでございます。

以上でございます。 

議長 本議案について、質疑のある委員から、順次発言を求めます。質疑ござい

ませんか。 

（なし） 

質疑なしと認めます。これより採決に入ります。本議案について、原案の

とおり決することに、賛成の委員の挙手を求めます。 

（挙手総員） 

挙手総員と認め、本議案は原案のとおり可決しました。 

次に、第１０号議案「農地法第５条の規定による許可申請について」を上

程します。事務局の説明を求めます。 

事務局長 第１０号議案をご説明いたしますので、議案書１５ページをお願いいたし

ます。 

第１０号議案、農地法第５条の規定による許可申請について、本議案は、

農地法第５条第３項の意見を付して、埼玉県知事に送付するため、別紙の許

可申請について意見を求めるものでございます。本日提出、会長。 

申請内容については、１６ページをお願いいたします。申請件数は、所有

権移転３件でございます。  

引き続き、整理番号１をご説明いたします。申請人の住所氏名は、記載の

とおりです。申請地は、児玉町高関地内の畑１筆、面積は記載のとおりです。

権利区分は、所有権移転です。申請事由は、車両置場用地です。用途地域は、

指定なしです。地区担当は、議席１９番出牛委員でございます。 

申請地位置図は、１７ページをお願いいたします。５－１については、「高

速自動車国道その他の自動車のみの交通の用に供する道路の出入口」いわゆ

るインターチェンジから３００ｍ以内に存していますので、第３種農地と判

断いたしました。 

第３種農地の転用は、原則、許可相当であることから、立地基準を満たし

ており、また、一般基準の不許可相当に該当する項目も申請書類を審査する
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限りにおいてないことから、本申請は許可相当であるものと判断しておりま

す。 

次に、整理番号２でございます。１６ページをお願いいたします。申請人

の住所氏名は、記載のとおりです。申請地は、今井地内の田３筆、雑種地１

筆、面積は記載のとおりです。権利区分は、所有権移転です。申請事由は、自

己用住宅用地です。用途地域は、指定なしです。都市計画法第３４条第１１

号の指定区域です。地区担当は、議席１０番鈴木委員でございます。 

申請地位置図は、１８ページをお願いいたします。５－２について、農用

地区域内農地及び甲種農地には該当せず、農地の集団性が１０ヘクタール未

満であることから第２種農地と判断いたしました。 

第２種農地の転用許可の立地基準である、申請地に替えて周辺の他の土地

では、申請事業の目的を達成することができないと認められ、また、一般基

準の不許可相当に該当する項目も申請書類を審査する限りにおいてないこと

から、本申請は許可相当であるものと判断しております。 

次に、整理番号３でございます。１６ページをお願いいたします。申請人

の住所氏名は、記載のとおりです。申請地は、児玉町高柳地内の畑２筆、面積

は記載のとおりです。権利区分は、所有権移転です。申請事由は、自己用住宅

用地です。用途地域は、指定なしです。地区担当は、議席１３番田端会長でご

ざいます。 

申請地位置図は、１９ページをお願いいたします。５－３については、農

用地区域内農地及び甲種農地には該当せず、農地の集団性が１０ヘクタール

未満であることから第２種農地と判断いたしました。 

さきほどの整理番号２と同様の理由により、第２種農地における立地基準

及び一般基準とも満たしているものと判断し、本申請は許可相当であるもの

と判断しております。以上でございます。 

議長 上程議案の整理番号１から整理番号３までについて、地区担当委員からの

報告を求めます。はじめに、整理番号１について、議席１９番出牛委員の報

告を求めます。 

出牛委員 整理番号１について、１９番出牛より報告させていただきます。２月１８

日午前１１時頃、小賀野推進委員と現地確認を行いました。申請地の概要に

ついては議案書１７ページ５－１の地図をご覧ください。申請地は、国道４

６２号四方田の交差点から南西方向へ約５０メートルに位置しております。

農地の周囲は、高速道路や国道、河川に囲まれています。 

申請目的は車両置場用地としての所有権移転となっております。申請人は

申請地の北側で自動車の整備業を営んでおります。これまで買い替え等によ
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り引き取っていた車両は即廃棄処分としていましたが、近年の修理機材の高

騰や、車両部品の不足等に対応するため、引き取り車両の部品を再利用する

こととしました。そのための一時的な車両置き場が必要となり、今回の申請

に至ったとのことです。 

以上のことから、転用目的及び必要性は妥当であると思われます。 

農地を分断し集団性に支障が生じないこと、農道や水路にも支障を及ぼす

恐れもないことから、転用にあたっては特に問題ないかと思われます。以上、

ご報告いたします。 

議長 整理番号２について、議席１０番鈴木委員の報告を求めます。 

鈴木委員 ５－２の自己用住宅用地について、１０番鈴木より報告させていただきま

す。２月２０日午前１０時頃、髙月推進委員と現地確認を行いました。申請

地の概要については議案書１８ページ５－２の地図をご覧ください。申請地

は、長興寺より南東方向へ約２００メートルに位置しております。 

申請目的は自己用住宅用地としての所有権移転となっております。申請人

は、申請地付近の自宅で同居人と生活しており、結婚を考えるなかで現在の

住居では手狭になるため、住環境の変わらない自宅付近で住宅の建設を計画

し、今回の申請に至りました。なお、農地転用許可後は、現在住んでいる自宅

は、娘に所有権移転をする予定です。 

以上のことから、転用目的及び必要性は妥当であると思われます。 

農地を分断し集団性に支障が生じないこと、農道や水路にも支障を及ぼす

恐れもないことから、転用にあたっては特に問題ないかと思われます。以上、

ご報告いたします。 

議長 整理番号３について、私が議事進行のため、私に代わり同地区担当の倉林

推進委員からの報告を求めます。 

倉林推進 

委員 

５－３の自己用住宅用地について、田端会長に代わりまして、倉林が報告

させていただきます。２月２２日午前９時頃、田端会長と現地確認を行いま

した。申請地の概要については議案書１９ページ５－３の地図をご覧くださ

い。申請地は、千本桜橋から、北西約１７０メートルに位置しております。 

申請目的は、自己用住宅用地としての所有権移転となっております。受人

は現在、市内の借家にて妻と子供の３人で生活しています。子どもの成長に

伴い、自己用住宅の建設を計画し、各地の物件を検討したところ、今回の申

請に至ったとのことです。 

以上のことから、転用目的及び必要性は妥当であると思われます。 

農地を分断し集団性に支障が生じないこと、農道や水路にも支障を及ぼす

恐れもないことから、転用にあたっては特に問題ないかと思われます。以上、
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ご報告いたします。 

議長 本議案について、質疑のある委員から、順次発言を求めます。質疑ござい

ませんか。 

（なし） 

質疑なしと認めます。これより採決に入ります。本議案について、原案の

とおり決することに、賛成の委員の挙手を求めます。 

（挙手総員） 

挙手総員と認め、本議案は原案のとおり可決しました。 

次に、第１１号議案「農地法第５条の規定による許可を必要とする農地の

競売に係る買受適格証明願について」を上程いたします。事務局の説明を求

めます。 

事務局長 第１１号議案をご説明いたしますので、議案書２０ページをお願いいたし

ます。 

第１１号議案、農地法第５条の規定による許可を必要とする農地の競売に

係る買受適格証明願について、本議案は、農地の競売に参加するため、提出

されました別紙買受適格証明願につきまして、農地法第５条の規定による許

可を必要とする買受適格者であることについて意見を求めるものでございま

す。本日提出、会長。 

競売物件となっている農地については、申請人が農地法第５条の規定によ

る許可申請を行った場合と同様の基準に基づいて、許可基準を満たしている

かを判断いたしまして、許可相当であれば、買受適格を認められる者である

旨の意見を付し埼玉県へ送付するものとなっております。本件は、さいたま

地方裁判所熊谷支部が執行する案件で、入札期間は令和７年４月２日から４

月９日まで、開札期日は令和７年４月１６日午前10時となっております。 

また、今後裁判所におきまして最高価買受申出人になった申請人が、今回

の証明願と同じ内容で農地法第５条の規定による許可申請を行った場合は、

総会での審議を経ずに許可相当として埼玉県へ送付するものとなっておりま

す。 

証明願の内容については、２１ページをお願いいたします。交付申請件数

は、１件です。 

引き続き、整理番号１をご説明いたします。申請人の住所氏名は、記載の

とおりです。申請地は、児玉町児玉地内の畑１筆、面積は記載のとおりです。

申請事由は、自己用住宅用地です。用途地域は、準工業地域です。地区担当

は、議席１１番宮部委員でございます。 

 申請地位置図は、２２ページをお願いいたします。申請人は、市外に居
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住していますが、居住地では人口減少による公共交通サービスの廃止等が検

討されているなかで、申請地が競売物件となっていることを知り、生活関連

施設の充実した申請地に移住したいと考え、裁判所での入札に参加するため、

証明願の申請に至ったものでございます。 

申請地の農地区分でございますが、用途地域内の農地であることから、第

３種農地と判断いたしました。 

第３種農地の転用は、原則、許可相当であることから、立地基準を満たし

ており、また、一般基準の不許可相当に該当する項目も申請書類を審査する

限りにおいてないことから、本申請人は買受適格を認められる者であると判

断しております。以上でございます。 

議長 整理番号１について、議席１１番宮部委員から報告をお願いいたします。 

宮部委員 １１番、宮部より報告させていただきます２月２１日午前１０時頃、田島

推進委員と現地確認を行いました。申請地の概要につきましては議案書２２

ページの地図をご覧ください。申請地は児玉警察署から南西へ約１５０ｍに

位置しております。申請目的は自己用住宅用地です。 

申請人は市外の自宅にて、妻と２人で生活しています。現在、申請人が住

んでいる地域は人口減少により将来的に路線バスが廃止される可能性がある

ため、駅やスーパー等が近くにある申請地に移住したいと考え、今回の申請

に至ったとのことです。なお、申請地を落札した際には、現在住んでいる自

宅は売却する予定とのことです。 

用途地域は準工業地域で周辺農地、農道、水路などに支障を及ぼす恐れも

ないことから転用にあたっては特に問題ないと思われます。以上、報告いた

します。 

議長 本議案について、質疑のある委員から、順次発言を求めます。質疑ござい

ませんか。 

（なし） 

質疑なしと認めます。これより採決に入ります。本議案について、原案の

とおり決することに、賛成の委員の挙手を求めます。 

（挙手総員） 

挙手総員と認め、本議案は原案のとおり可決しました。 

次に、第１２号議案「本庄農業振興地域整備計画の変更について」 を上程

いたします。事務局の説明を求めます。 

事務局長 第１２号議案をご説明いたしますので、議案書２３ページをお願いいたし

ます。第１２号議案、本庄農業振興地域整備計画の変更について、本議案は、

本庄農業振興地域整備計画に対し提出された農用地利用計画の変更に係る申
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出書について、本庄市長が、農業振興地域の整備に関する法律施行規則第３

条の２第２項の規定に基づき、別冊「本庄農業振興地域整備計画の変更につ

いて」のとおり計画を変更することについて意見を求めるものでございます。

本日提出、会長。 

申出内容については、別冊の１ページから５ページまでをお願いいたしま

す。農用地区域からの除外１件となっております。 

農用地区域内の農地の除外については、農業と集落地域の振興を図るため、

農家住宅等集落の連たん性のある地域で、農業振興地域の整備に関する法律

及び本庄農業振興地域整備計画の管理に関する運用方針に定める基準に従

い、例外的に農用地区域からの除外を認めることとなっております。 

変更内容でございますが、土地収用法第３条に該当する施設、地方公共団

体が設置する公園施設に関する事業に係る申出で、除外が可能なものでござ

います。 

事案番号１の８ページ「農用地利用計画の変更に係る申出書」をお願いい

たします。土地所有者及び事業計画者の住所氏名は、記載のとおりです。申

出地は、栗崎地内の田９筆及び畑１３筆、面積は記載のとおりです。変更目

的は、本庄総合公園駐車場の整備を目的とした敷地拡張です。９ページ及び

１０ページ「変更後の使用目的に係る資料」をお願いいたします。事業計画、

当該土地を選定した理由及び経緯は、記載のとおりです。当該土地に関係す

る土地基盤整備事業等の概要及び関係法令に基づく許認可等は、なしです。

１１ページが「位置図」、１２ページが「付近案内図」、１３ページが「農用地

区域図」で、緑色の着色が農用地区域で青地の農地となります。１４ページ

及び１５ページが「公図の写し」、１６ページが「事業計画図」、１７ページが

本申出に関係する「埼玉県告示第４４１号本庄都市計画公園の事業認可」と

なります。以上でございます。 

議長 本議案について、質疑のある委員から、順次発言を求めます。質疑ござい

ませんか。 

（なし） 

質疑なしと認めます。これより採決に入ります。本議案について、原案の

とおり決することに、賛成の委員の挙手を求めます。 

（挙手総員） 

挙手総員と認め、本議案は原案のとおり可決しました。 

以上で、議案審議を終了します。続きまして、報告があります。事務局より

説明を願います。 

事務局長 それでは、報告でございます。はじめに、報告第５号をご説明いたしますの
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で、議案書２４ページをお願いいたします。 

報告第５号、農地法第３条の３の規定による届出について、専決処分したの

でご報告いたします。 

届出内容については、２５ページから２７ページまでをお願いいたします。

専決処分件数は、１５件です。相続等により農地を取得した場合は、遅滞なく

農業委員会へ届け出なければならないという規定による届出でございます。 

続きまして、報告第６号をご説明いたしますので、議案書２８ページをお願

いいたします。 

報告第６号、農地法第５条第１項第６号の規定による届出について、専決処

分したのでご報告いたします。 

届出内容については、２９ページをお願いいたします。専決処分件数は、５

件です。市街化区域内にある農地を農地以外のものにして、所有権の移転等を

する場合は、あらかじめ農業委員会に届け出ることで埼玉県知事の許可を必要

としないという規定による届出でございます。 

続きまして、報告第７号をご説明いたしますので、議案書３０ページをお願

いいたします。 

報告第７号、農地法第１８条第６項の規定による通知について、別紙農地の

賃貸借契約合意解約通知書を受理しましたのでご報告いたします。 

通知内容については、３１ページをお願いいたします。受理件数は、５件で

す。農地の賃貸借について、合意による解約の通知が農地法第１８条第１項た

だし書の規定により、同項の許可を要しないで行われた場合には、これらの行

為をした者は、農業委員会にその旨を通知しなければならないという規定によ

る通知でございます。 

続きまして、報告第８号をご説明いたしますので、議案書３２ページをお願

いいたします。 

報告第８号、農業用施設（２アール未満）の設置に伴う届出について、農地

法施行規則第２９条第１号の規定により、専決処分したのでご報告いたしま

す。 

届出内容については、３３ページをお願いいたします。専決処分件数は、１

件です。２アール未満の農地を農業用施設に供する場合は、あらかじめ農業委

員会へ届け出ることで埼玉県知事の許可を必要としないという規定による届

出でございます。 

議長 以上で報告を終了します。これをもちまして、本日の議案審議及び報告は

すべて終了いたしましたので、議長の任を降ろさせていただきます。ご協力

ありがとうございました。 
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事務局長 次に、議事日程５、事務局連絡事項でございます。 

（事務局長説明） 

以上をもちまして、令和７年第２回本庄市農業委員会総会を閉会いたしま

す。大変、お疲れさまでございました。 


